平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書

	会派名
	新緑会

	議員名
	羽立　秀光　早坂　博

	調査実施年月日
	平成24年2月2日（木）　９：３０～

	調査先　自治体名等
	広島県府中市

	調査項目
	　★「小中一貫教育プラス５プログラム」について

	調査目的
	　連続性のある教育の展開についての調査

	報告内容

実施したこと
	　１　視察先（市町村）の概要

　　人口：42，５５７人（Ｈ２３．４．１現在）　行政面積：１９５．７１ｋ㎡

　２　視察内容

· 「小中一貫教育プラス5プログラム」について

府中市では、平成15年の市内の4小学校の統合を機に隣接する中学校とともに、小中一貫教育を導入しました。導入のきっかけとしては、小学生が中学校に入学した際、いわゆる「中１ギャップ」により不登校生徒が増加する傾向があるため、とのことでした。また、学力についても小学校と中学校で連続性のある教育の展開がより効果的であるとの考えから、義務教育の９年間を１つのまとまりとして学力の定着を図る目的で導入されました。

　今回は、平成２０年に開校した小中一貫教育を実施している愛称「府中学園」を訪問しました。府中学園は、府中小学校と府中中学校で構成されており、一体型（小学校と中学校が同じ敷地にある）の学校施設です。（※市内には、一体型のほかに施設形態に応じ連携型、併用型がある）

　小中一貫教育を推進するにあたり、学園が取り組むプラス５（大きな柱）は下記のとおりです。

1． 学年内、学年間における子どもの学習成長を促す授業づくり

2． 「どこがどのように発展する学びなのか」を子どもの提示する授業づくり

3． 仲間で支えあうピア・サポートの取組み
4． 自尊感情・自己効力感・社会性を向上させる取組み

5． 生活習慣・生活規範意識・体力を向上させる取組み

プラス５の具体的な取り組み事例としては、①論理的思考力・判断力・表現力の育成のための「小中学校合同授業研究」、②学習意欲の高揚、中学校での教科指導の専門性を生かすための「乗り入れ授業」、③授業の始まりや終わりのあいさつの習慣化により社会性を身に付けさせたり、各学年ごと家庭学習および読書時間の時間の設定による「授業規律・家庭学習の定着」、④小学校と中学校の交流をより活発にするため「委員会活動・学校行事の合同実施」、⑤小中合同職員研修など職員間の日常交流を図る「児童生徒理解」などかありました。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	　　このような取り組みにより不登校児童生徒は減少傾向にあり効果が上がっているとのことであり、本市でも大変参考になる取り組みであると感じました。また、このほかにも保護者に対する取り組みの方針も立てられているなど、児童生徒本人に対しての教育だけではなく、それを取り巻く家庭環境改善の働きかけや職員研修などを通した学習環境の整備など、さまざまな角度からトータルで教育をしていこうという雰囲気を強く感じました。さらに、全国学力・学習状況調査で全国平均＋０．５ポイント向上や、体力テストで県平均を上回る児童生徒の割合を５０％とする目標とするなど、具体的な数値目標を掲げその目標達成に向けさまざまな取り組みを行っていることは、注目すべき取り組みであると感じました。


